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支援が届かない「心の孤立」を解消する共感的対話AI
臨床グレードAIによる安全・持続可能な医療・ウェルネス支援
共感的対話から社会実装へ：SaMD化とSaaS展開による

伴走型支援の拡張

【背景】 近年、医療現場・職域・地域社会において、精神的ストレスや孤独の増加が深刻
化している。日本の自殺者数は年間2万人を超え、がんや慢性疾患、摂食障害、慢性疼
痛などの患者は、病気そのものに加え、将来への不安や孤立感、説明不足による心理
的負担を抱えている。また、医療従事者側も、説明義務や患者対応の時間的・心理的負
担が増大し、支援リソースの逼迫が課題となっている。
一方、AI技術の進化により、共感的対話を実現する生成AIの社会実装が現実的にな
りつつあるが、一般的なウェルネスチャットボットは、医療的文脈での信頼性・安全性・
専門性に乏しく、医療現場では活用が限定的である。したがって、「人に寄り添いなが
ら、安全に支援と教育を補完できる共感的AI」の開発が強く求められている。

【目的】 生成AIを基盤とした共感的対話技術を応用し、
1. 疾患特異的な支援AI（希少がん・慢性疼痛・摂食障害など）による孤独・不安軽減
2. 医療従事者向け支援プロダクトとして、診療説明・意思決定支援・インフォームド
コンセント補助など、説明業務の効率化と質向上を実現
3. 多様な現場（医療機関・自治体・企業・教育機関）で導入可能な共通基盤として、
臨床グレードの信頼性と安全性を担保したAIウェルネスプラットフォームを構築

AIがリスクを自動検知して専門家と連携する多層的セーフティネットを実装し、医療
者・患者・家族の三者をつなぐ「伴走型支援」の社会インフラ化を目指す。
さらに、疾患領域ごとのAIペルソナや説明用ナレッジベースを構築し、各現場での有
用性実証により、医療・福祉・教育の全領域で共感的AI支援を標準化することを目標。

開発実績：共感的対話AIを核とした医療・ウェルネス製品群

誰もが安心して相談できる“共感的AI支援”を実現する制御技術




	スライド番号 1
	スライド番号 2

